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警告

危険

危険

注意

禁止

危険

● 定格の電源電圧、周波数（A C 1 0 0 V 、5 0 / 6 0 Hz ）で使用する。

● コンセントは最大消費電力を超えない様に単独で使用する。

● 必ずアース線を接地する。（アース端子付きコンセントを使用する。）

● 電源プラグやスイッチは、濡れた手でで触らない。

● 電源コードや電源プラグは埃や水気が付着していないことを確認して使用する。

● 電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差込みが緩いときは使用しない。
　・ショート、感電、火災の原因となります。

● 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、引張ったり、ねじったり、束ねたり
　しない。
　・絶縁劣化による感電や漏電火災の原因になります。

● 火気及びストーブ等の高温になる加熱機器の近くや直射日光の当たる所に設置しない。
　・変形や故障、火災の原因になります。

● 加熱機器や発熱する恐れのあるものを庫内に入れない。
　・破損や故障の原因になります。

● 可燃性の液体やガスを庫内に入れない。（庫内の加湿は水 [ H2 O ] のみ可）。

● 可燃性ガスや腐食性ガスの発生する環境には設置しない。
　・引火、爆発、火災の危険があります。（本製品は防爆仕様ではありません。）

● 雨水や水蒸気等、製品が濡れる恐れのある場所には設置しない。（屋内使用のみ。）

● 湿気や埃の多い所、ガスが発生する所などに設置しない。
　・ショートや発熱により感電や火災、故障の原因になります。

● 使用周囲温度 2 3 ± 5 ℃※ 、使用周囲湿度 3 5 ～ 8 5 ％※ の範囲で使用する。
　・この範囲外でご使用の場合は制御が安定せず、最悪の場合は故障の原因になります。
　※ 本製品の設定温度は [ 室温＋5 ℃～ ] ですが、安定した制御を行うためには周囲温度は上記
　　の範囲内で変動の少ない環境であることが理想的です。特に、夜間に冷暖房設備が停止する
　　ような環境では制御が乱れる傾向にあります。
　※ 冷房機器の風が直接当たる、窓のそば等、局所的に冷却される環境ではこの範囲であっても
　　内扉やその周囲に結露する恐れがあります。

● 高周波ノイズが発生する機器（超音波洗浄器や電子レンジ等）のそばには設置しない。
　・制御が乱れたり、異常停止する恐れがあります。

● 改造や修理は絶対にしない。
　・火災や感電の原因になります。修理は販売店にご相談ください。
　・本製品は単独で使用されることを想定して設計されています。他の製品へ組み込んだり
　　本製品へ別の製品を組み込んだりした場合、安全性やその性能について保証はできません。

● 異臭や発煙等の異常が発生際には直ちに使用を中止する。
　・安全を確保し後に販売店へ点検・修理をご依頼ください。



注意

お願い

● 使用後、長期間使用しない場合には、電源プラグををコンセントから抜く。
　・絶縁劣化による感電や漏電火災の原因になります。

● 使用後、電源を遮断する際には内部の水気（加湿トレーやサンプル等）を取り除き、
　庫内を乾燥させて保管する。
　・C O2 センサが結露すると故障の原因となります。

● 小さいお子様や専門知識を有していない方が触れたり、使用しないようにする。
　・いたずら防止や不慮の事故等への予防を行ってください。　
　・細胞や微生物の取扱には専門知識が必要です。

● 衝撃や振動の無い、堅牢で水平な場所に設置する。
　・積み重ねる場合は、付属の固定金具を使って固定してください。（2 段まで）

● 本製品の扉に重たいものを載せたり、強い力をかけない。
　・扉ヒンジが曲がると正常に動作しなくなります。

● タッチパネルは必要以上に強く押したり、先端が尖ったもので操作しない。
　・破損や故障の原因になります。

● 加熱時に庫内壁面に触れない。
・設定温度によって直接触れると（低温）やけどの恐れがあります。

● C O2 以外のガス供給を行わない。
　・破損や故障の原因になります。

● 劣化したチューブや規格外のチューブを使用しない。
　・ガス漏れの原因になります。

● 感染性サンプル・放射性物質を使用しない。
　・汚染された場合は、修理・点検をすることができません。
　・修理等のご依頼の際には、作業者の安全の為、必ず申告してください。

● 医療用途、医療行為に使用しない。
　・製品の不具合が原因の場合であっても、サンプルは保証対象外となります。



＜A C 1 0 0 V 　5 0 /6 0 Hz ＞

アース接地



M3 用穴





< E - 2 2  >

< E - 5 0  >

※ 有機溶剤雰囲気、オゾン等の腐食性ガス、水没（結露）
　は厳禁です。

正常動作時には、下部ランプが点滅します。

㉔ファンカバー（E-50のみ）

　正面中央のつまみねじを回して、手前に引くと外れます。
　※ メンテナンス・清掃時以外は常に取り付けてご使用ください。





（P 1 3 ）

● 庫内に加温された滅菌蒸留水を設置してください。
※ 一日の扉の開閉頻度が 3 回程度であれば、シャーレに水を張り、
　蓋を開けて 2 ～４枚程度を底面に配置してください。
※ 開閉頻度が多い場合には加湿トレーに注水してください。
　（E - 2 2 ：5 0 0 ｍL 、E - 5 0 ：1 0 0 0 ｍL 程度）

（瞬間停電時を含む）

運転を終了（電源 OF F ）すると庫内が結露します。
C O2 センサーは結露すると故障します。
運転を終了する際には、加湿トレーやサンプル等
水分を含むものは全て取出してください。

また、長期間使用しない場合には、電源プラグを外して
保管してください。

扉の開閉頻度が少ないとき

扉の開閉頻度が多いとき

[ 庫内加湿について ]



防止
補足
・室温以下の目標値を入力することが可能ですが、制御はできません。
・室温＋５℃から制御は可能ですが、安定するまでに長時間かかり
　外気温の影響（エアコンの風や入退室時の扉の開閉）を受ける為、
　室温＋1 0 ℃以上の設定でのご使用が現実的です。
・過昇防止温度（T emp.OHP ）は庫内温度（T emp.）の S V 値に
　対して＋2 .0 ～＋1 0 .0 ℃まで設定が可能ですが、＋5 .0 ℃以上の値
　を設定した場合には、別系統の安全装置が庫内温度（T emp.）の
　S V 値の＋5 .0 ℃で優先して働きます。（2 段階の安全設計です。）



を 1 秒間タッチします。

を 1 秒間タッチします。

※ 次の画面の左上の表示はここで選択したものになります。
　[　P IN（A dd）、P IN（Del）、Master P IN　]



● 以降セキュリティモードで運用する場合には、
　表示画面をタッチすると、PIN 要求画面に移動します。
　（P.1 0 ）

を 1 秒間タッチします。



※ 庫内温調用の温度センサと過昇防止用温度センサは
同じ温度になる様に補正してください。
安全装置 [S ens.E rror_2 ] が作動する恐れがあります。



● 通常操作画面で　　ボタンをタッチし、４桁の MasterP IN を入力後
　　　を 1 秒間タッチします。（初期値「1 1 1 1 」）



　　直前までの本体に残っている全データが即時出力されます。「DA T A .C S V 」と「DA T A _BA C K UP .
C S V 」の基本情報は同じです。



修理窓口

● C O2 センサの不具合（表示値がおかしい場合の）確認方法
　扉を開けて直ぐに 0 ％になるか確認してください。
　センサのランプが点滅しているか確認。
　[ ランプ消灯 ]：故障。修理交換が必要。
　[ ランプ点滅 ]：正常。ガス透過性の膜の結露の場合、ドライ運転で復帰の可能性あり。

（ドライ運転）を行ってください。

加湿の為の水はトレーは凡そ 1 0 日毎、シャーレは３日毎に交換してください。

・加湿トレー、棚板、棚受け、ファンカバーを取り外して、UV ランプを庫内に設置してください。
・扉を閉めて 1 7 分以上照射してください。
・加湿トレー、棚板、棚受け、ファンカバーを取り付けて、再度 1 7 分以上照射してください。
　※ 長時間の照射はパッキンや C O2 センサの寿命を縮める要因となります。





・セキュリティ設定を「ＯＮ」にしている場合には、管理者（Master）
　か使用者（User）の P IN 入力が必要です。

[T emp.E rror_2 ]

温度が高すぎる、
温度が下がらない。
[T emp.E rror_1 ]

温度センサの表示値が
おかしい。
[S ens.E rror_2 ]

・[S ens.E rror_2 ] は温調用センサと過昇温防止用のセンサの検出値が 2 ℃
　以上かい離した場合に発生します。
・納品直後や移動等によって製品に衝撃があった場合にセンサー接触角度が
　僅かにずれることで発生します。天板を開け、コントローラーの背面の
　白、黒、赤の接続端子部をマイナスドライバー（先端 2 .4 mm）で一度
　緩めた後、締め直してください。
・お手持ちの温度計で庫内中央の温度を測り、その値になる様に、2 本の
　センサーそれぞれに補正値を入力してください（P 1 4 ）

・設定後、3 0 分間で目標温度より 2 ℃以上低い場合には [T emp.E rror_2 ]
　が発生します。納品直後等、製品が過度に冷えている場合に発生します。
・電源を再投入しても昇温しない場合はお問い合わせください。

・設定後、1 0 分間で目標温度よりも５℃以上高い場合には [T emp.E rror
　_１] が発生します。室温付近の温度帯での運転や、急激な設定変更
　（例えば、4 5 ℃→3 0 ℃等）でも発生する場合がございます。
　電源を遮断し、自然冷却後に運転を再開してください。

・全ての登録情報を抹消して、初期値に戻す方法のみ存在します。
　セキュリティ対策の為、お客様の会社や団体名とお名前、電話番号等
　をお伺いしますのであらかじめご了承いただき、お問い合わせください。



・設定後、3 0 分間で目標濃度よりも 1 ％以上低い場合には [C O2 .E rror_2 ]
　が発生します。
・C O2 濃度の目標値が設定されているか確認してください。
・チューブの接続、ガスボンベの元栓の解放、レギュレーターの吐出、
　バルブの解放、２次圧の設定が正しいか確認し、装置までガスが供給でき
　る状態であるか確認してください。
・チューブの接続部分でガス漏れ（リーク）が無いか確認してください。
・T emp.E rror 発生時は扉を開いた状態ではガス供給を強制停止するため、
　濃度は上昇しません。
・明らかに C O２ガスが供給されているにもかかわらず、表示値に反映され
　ない場合は、C O2 センサが故障しているか、ガス透過膜が塞がれている
　か、膜が結露している可能性があります。（P .1 7 ）

[C O2 .E rror_2 ]

[C O2 .E rror_1 ]

・C O2 ガスは積極的に排出する機構が備わっていない為、一度供給すると
　抜けるまでに長時間を要します。（特に E - 2 2 ）
・C O2 センサーはガス透過性の膜で仕切られた箱の内側に検知部があり、
　ガス透過には数秒から数分のタイムラグが発生します。結露等により膜の
　透過性が著しく低下した場合には、表示値が変化しなくなります。
　一度、庫内を完全に乾燥させて（P .1 7 ）再度表示を確認してください。



＞

or

≦

＞

＜

（T emp.）

（T emp.）

温度センサ断線

表示温度と過昇防止用
温度センサ検出値の差が
2 .0 ℃以上
ドア開閉と電源 ON から
２分間除く

表示温度と過昇防止用
温度センサ検出値の差が
2 .0 ℃未満

・制御基板故障
・センサ故障
・センサ接続不良
・センサ補正値不適切

1 2 0

or

or

OHP.P V  ≧ OHP.S V



3 - 8 7 0 4 - 0 1 レギュレーターセット

1 - 9 3 0 9 - 0 5 　圧力調整器
6 1 - 1 9 0 7 - 3 8 　チューブフィッティング
1 - 2 7 0 7 - 0 1 　ナフロンシールテープ
1 - 8 2 2 5 - 0 3 　PU チューブ
サービススパナ（最大口幅 3 4 ㎜）

左から
3 - 8 1 2 - 0 1
3 - 8 1 1 - 0 1
3 - 8 1 0 - 0 1

自動ガスボンベ切替装置
　GC - S T
　GC - S UB
　GC - S V

GC - S T ：ガスボンベ 2 本と接続。
　　　　　（アナログ制御）
GC - S UB：ガスボンベ 1 本と接続し、
　　　　　予備のカートリッジを搭載。
GC - S V ：ガスボンベ 2 本と接続。
　　　　　（デジタル制御、ブザー警報付き）



※ 廃棄時には、殺菌及び除染を行った後、地方自治体の定める廃棄方法に従って廃棄ください。
　不使用物質：アスベスト（石綿）、リフラクトリーセラミックファイバー（ＲＣＦ）、フロン類、
　                  塩化ビフェニル（ＰＣＢ）
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